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実験動物科学が発展するためには,いくつかの
条件がそれぞれ確立されていないと,その目的を
達成することが出来ない｡即ち,実験動物そのも
のの研究開発に当る実験動物側の条件,実験動物
を使用する動物実験側の条件,さらに,良質の実験
動物の生産供給に当るコマーシャルブリーダー,
飼料メーカー,飼育器具機材の業界側の条件が整
った時に,始めてバランスのとれた実験動物科学
の発展が促進される｡
筆者は長年にわたって,実験動物業界に籍をお
き,わが国の実験動物発展の経過をみてきたが,
前記した実験動物の側,動物実験の側,さらに,
関係業界の側の三者の相互理解と協力がいかに大
切であるかを一層痛感してきている｡
わが国の実験動物の草創期ともいわれる悪戦苦
闘の時代を知っている人が次第に少なくをってき
ている｡ 歴史の発展の経過から将来を展望するこ
とは大変大事をことである｡ 記憶がうすれないう
ちに,発展の歴史をまとめることが大切と考える｡
以下に,筆者が昭和20年代以降関係 してきた飼育
器具機材の発展の経過を記すことにするが,発展
の経過から将来の改善の方向を見出すことができ
れば幸いである｡
(1)昭和20年代前半は終戦の混乱が続いており,
戦中,戦前の姿そのままであったと思われる｡ ケ
ージ,ラック等はそのほとんどが木製で,そのた
めに多くの所では南京虫の発生に悩まされたもの
であった｡床敷は稲ワラが主でそのために寄生虫
の持ち込みも多かった｡
昭和20年代の後半になって安東洪次先生を中心
とした人々によって実験動物の近代化運動が組織
的に展開され出した｡その影響もあって亜鉛引鉄
板に塗装したマウス,ラットケージが見うけられ
るようになったが,しかし大部分が木製であった｡
(2)30年代に入ると間もなく近代化への動きが
活発になり,学界の動きに対応 して機材業界は敏
感に反応 し木製が次第に姿を消して,アルミニュ
ウムと亜鉛引鉄板製に変わり出した｡その背景に
はクローズ ドコロニーマウス,クローズドコロニ
ーラットが供給され,病気に対して関心が次第に
高まり出したこともあった｡
30年代後半になってプラスチックケージ第一号
がスチロール製 (現,新束洋製作所)として登場
してきたが耐熱,耐衝撃性に難点があって普及し
なかった｡ しかし,間もなくポリカーボネー トが
開発されて,いよいよプラスチックケージの幕明
けとなってきた｡30年代後半の終 りに近付くにし
たがって,ビニールアイソレータが国産化され(実
中研),ケージワッシャーがステンレス製で市販さ
れた(清和産業)｡この時期において特筆すべきこ
とは世界に先がけて自動飼育装置としてベルト式
装置が開発された(国立衛試)｡このことは,その
後の開発された自動装置の開発に良い影響を及ぼ
している｡又この年代には飼育環境の重要性が見
なおされ,今日みられるようを大規模施設の実現が
困難な時期に即応 して小型環境調節飼育装置 (コ
イトトロン,小糸工業)が開発されたが期待した
程の普及はみられなかった｡
(3)40年代は飼育用機材にとっては,まさに開
花期であった｡SPF動物が順調に普及しだし,
使用者側の受入れ体制整備が積極的となり,もは
や木製は完全に姿を消し,ステンレス,プラスチ
ックにどんどん変わり,大学の施設が中央化され
だしたことも一層機材の近代化に拍車をかける結
果となった｡又,この年代の始めにエンジニアリ
ング企業 (千代田化工建設)が本格的に実験動物
施設の建設に参加したこともあって施設の飛躍的
を発展がみられ,施設設備の一体的を発展が実現
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8し,今日わが国の実験動物施設が世界的に高く評
価される源流となった｡
30年代において実験段階とみられた無菌動物の
開発,維持,生産が関係者の非常を努力によって,
アイソレーターをはじめ関連機材の開発が行われ
(実車研),軌道にのりだした｡又,バリヤシステ
ムも,40年代に実験期から実用化の段階に入った｡
このようを背景のもとで,プラスチックケージ,
ケージワッシャー,オートクレブなどの生産が活
発となり,改良が加えられ,今日の完成をみるに
至った｡土の年代は,実験動物に多くの関心が向
けられて,いろいろを出来事 もあったが,日本経
済の奇蹟的な復興 も大いに影響 している｡ この時
期に開発,または,導入したものとしては,ブラ
ケットシステム,懸架式,水洗式,自動給水装置
をど極めて多彩をものであった｡
(4)50年代の特色はGLPを反映して更に量的
にも質的にも著しい向上をみた｡50年代前半は前
年度の加速的を進歩発展のレールの上を走り,徳
半に入る前あたりからGLP及び日本国内の規準
(ガイドラインS58版)も出来て,これらの規準
に従った施設が建設されるようになり,しかも多
くの建設企業の競争もあって次々に大規模研究施
設が完成していった｡その間にあって,飼育機材
は従来の製品の見なおしと改良を加えるとともに,
建設業界と-体となって,建築,施設,設備とマ
ッチした機能的,能率的,省力的,さらに,学際
的を機材の開発を続けた｡
この年代に開発されたものとしては,小型飼育
装置としての除圧及び陽圧飼育装置で,これは環
境工学的にも高度射生能をもっている｡ また,自
走式飼育装置は省力機材として極めてすぐれたも
のである｡さらに,実験動物を収容して実験をす
る吸入実験装置は規模性能とも世界の トップクラ
スのもので,この時期は,これまでの研究,開発
の完成期と位置づけることができる｡
(5) これまでに,昭和20年から50年代に至るま
での,飼育器具機材の開発の歩みを述べてきたが,
わが国の機材開発の歩みは世界的にも類をみない
もので,各種の優れた製品が開発されてきている｡
梓に自動化については全く独創的なものであり,
精度の高い飼育装置は学際的研究に十分に対応で
きる機能をもっている｡ 今後はこれまでの歩みを
反省し,さらに優れた機材の開発を進めなければ
ならない｡特にこれからは飼育管理の総合性を集
約的に管理できる総合システムとしての機材及び
システム自身の開発をすべきであろう｡
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